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1. 2024年3月期の業績（2023年4月1日～2024年3月31日）

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期 699 78.0 74 617.4 92 342.6 68 260.4

2023年3月期 393 6.8 10 ― 20 821.8 18 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年3月期 20.43 ― 11.7 9.5 10.7

2023年3月期 5.67 ― 3.5 2.3 2.7

（参考） 持分法投資損益 2024年3月期 △0百万円 2023年3月期 0百万円

当社は、2023年３月期において、連結財務諸表を作成しておりましたが、2023年4月より子会社がなくなったため、2024年３月期は連結財務諸表を作成しておりませ
ん。上記2023年３月期の経営成績は当社単体のものとなります。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期 1,008 621 61.3 185.24

2023年3月期 939 550 58.6 164.90

（参考） 自己資本 2024年3月期 617百万円 2023年3月期 550百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年3月期 175 288 △89 657

2023年3月期 ― ― ― ―

当社は、2023年３月期において連結財務諸表を作成していたため、2023年3月期のキャッシュ・フローの状況については記載しておりません。

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産
配当率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

2024年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

2025年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3. 2025年 3月期の業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 831 18.0 80 7.2 80 △13.1 80 17.4 23.98



※ 注記事項

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期 3,380,920 株 2023年3月期 3,380,920 株

② 期末自己株式数 2024年3月期 45,941 株 2023年3月期 45,351 株

③ 期中平均株式数 2024年3月期 3,335,316 株 2023年3月期 3,335,668 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況　（４）今後の見通し」をご覧ください。

２．当社は、2023年４月１日で連結子会社であった株式会社FunFusionを吸収合併いたしました。これにより2024年３月期第１四半期累計期間より従来連結で行って
おりました開示を単体での開示に変更しており、当期は連結財務諸表を作成しておりません。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当社は、2024年４月１日付で連結子会社であった株式会社FunFusionを吸収合併いたしました。これにより、2024年

３月期第１四半期累計期間より従来連結で行っておりました開示を単体での開示に変更いたしました。

2023年３月期 2024年３月期

事業年度 事業年度 前期比

売上高 393百万円 699百万円 306百万円 78.0％

営業利益 10百万円 74百万円 64百万円 617.4％

経常利益 20百万円 92百万円 71百万円 342.6％

当期純利益 18百万円 68百万円 49百万円 260.4％

当事業年度の業績は、連結子会社株式会社FunFusionを吸収合併したことにより、大幅に伸長し、売上高は、コロ

ナ禍により制約されていた営業活動が緩和され、本格的に営業活動も再開したこともあり、前期比78.0％増収の699

百万円となりました。営業利益は、売上原価の見直しや受託開発ソフトウェア事業の受注件数増加により、前期比

617.4％増の74百万円となりました。また、経常利益は、保険金受取による利益が計上されたこと等により、前期比

342.6％増の92百万円となりました。当期純利益は、抱合せ株式消滅差益、のれんの減損損失、法人税等調整額を計

上しており、前期比260.4％増の68百万円となりました。

① SMS事業

SMS事業はショートメッセージを利用した通知サービスであり、当期より「バンソウSMS」というサービス名

称にリブランディングいたしました。

料金体系もこれまで以上に導入しやすく競争力のあるサービス体系で今後の拡販に努めます。

兼ねてより戦略的にアプローチをしてきたLPガス業界への認知度が定着してきており、これまで努めてきた

市場戦略に手応えを掴んでおり新規獲得件数は好調に推移しております。

今後は深堀りと横展開を同時に加速させて参ります。

上記の結果、SMS事業の売上高は320百万円、セグメント利益54百万円となりました。

② リモートメール事業

当事業年度において、当社は、「リモートメール」の個人版サービス・法人版サービスともに成長市場であ

るスマートフォン市場での拡販に努め、既存利用者の利用継続を第一目的に、他社サービスに対して優位性の

ある使い勝手のよさをさらに向上させる改善を継続して実施しております。

さらに、法人向けサービスとして開発した「リモートブラウズ」、「リモートカタログ」や他社から提供を

受けている「fonfun AnyClutch リモート」、「リモート名刺(BizCompass)」など、リモートメール以外のスマ

ートデバイス向けサービスの販売も強化しております。「リモートメール」法人版サービス、「リモートブラ

ウズ」、「fonfun AnyClutch リモート」につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、テレワーク

支援ソリューションとして、企業・自治体等をBCP対策の側面から支援する活動サービスを積極的に展開してお

ります。

上記の結果、リモートメール事業の売上高は159百万円、セグメント利益は66百万円となりました。

③ ボイスメール事業

ボイスメール事業は、スマートフォンアプリを利用して音声情報をメールのようにやり取りできる法人向けの

サービスであります。

ボイスメール事業の売上高は72百万円、セグメント利益16百万円となりました。
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④ 受託開発ソフトウェア事業

受託開発ソフトウェア事業は、システム開発、保守業務によるものであります。

受託開発ソフトウェア事業の売上高は122百万円、セグメント利益47百万円となりました。

⑤ その他

その他の売上は、主に、インターネット接続の提供及びウェブサイト構築に用いるサーバのレンタルサービス

であります。

売上高は25百万円、セグメント利益１百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当事業年度末の総資産は1,008百万円となり、前事業年度末に比べ69百万円の増加となりました。その主な要因は、

流動資産における現金及び預金の144百万円の増加、売掛金の59百万円の増加、無形固定資産におけるのれんの123百

万円の減少等であります。

負債につきましては、386百万円となり、前事業年度末に比べ２百万円の減少となりました。その主な要因は、流動

負債における短期借入金の88百万円の減少と１年内返済予定の長期借入金の41百万円の減少、固定負債における長期

借入金の52百万円の増加等であります。

純資産につきましては、621百万円となり、前事業年度末に比べ71百万円の増加となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当社は、前事業年度まで連結財務諸表提出会社であったため、連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており、キ

ャッシュ・フロー計算書は作成しておりませんでした。このため、当事業年度については、前事業年度との比較は行

っておりません。

当事業年度における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、657百万円となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は175百万円となりました。この主な要因は、税引前当期純利益40百万円、減損損失

92百万円、のれん償却額42百万円、未払消費税等の増加額24百万円の資金増に対し、抱合せ株式消滅差益42百万円、

受取保険金20百万円、売上債権の増加額８百万円の資金減によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果得られた資金は288百万円となりました。この主な要因は、定期預金の払戻による収入303百万円、

事業譲受による支出10百万円、敷金保証金の差入による支出４百万円等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は89百万円となりました。この主な要因は、長期借入金の返済による支出154百万

円、長期借入による収入150百万円、短期借入金の返済による支出88百万円等によるものであります。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、急速に進行した円安やウクライナ情勢の長期化などに伴う資源・エネルギー価格

の上昇、依然として継続する半導体や各種部材不足の影響などにより、その先行きは不透明な状況となっておりま

す。

この経済環境の中、企業努力と改善の歩みをとめることなく新規のお客さまの獲得・既存のお客さまへのサポー

ト等を通じて、更なる付加価値の提供に努めます。

当社の現在のコアビジネスはB2Bのお客さま中心の構成となっており、その先のエンドユーザー・顧客コミュニケ

ーションの手段としてSMSは非常に有効なコンタクト方法であり、当社としてはより一層のSMSチャネルの定着を図

っていきたいと考えています。そのためには、お客さまの業務システム・基幹システムにSMS送信機能をAPI連携し

て組込んでいただけるよう付加価値のあるご提案を通じて安定的に送信数を獲得します。

これには当社のDX推進力の向上が不可欠であり、社内横断でクロスセル・アップセルを有機的に行える社内体制

が必須と考えており社内改革も同時に進めます。

「fonfun AnyClutch リモート」や「リモートブラウズ」など今後も継続していくテレワーク・ハイブリッドワー

ク環境市場に親和性の高いサービスであり、それらのプロダクト群も引き続き弊社のドアノックサービスとしても

有効で、業績にも寄与できると考えております。

次期(2025年３月期)の業績見通しにつきましては、売上高831百万円、営業利益80百万円、経常利益80百万円、当

期純利益80百万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で財務諸表を作成する

方針であります。



株式会社ｆｏｎｆｕｎ(2323) 2024年３月期 決算短信

5

３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当事業年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 533,214 677,930

売掛金 64,718 123,769

仕掛品 2,600 380

前払費用 12,879 10,712

その他 16,694 1,674

貸倒引当金 △416 △645

流動資産合計 629,690 813,822

固定資産

有形固定資産

建物 8,423 8,179

減価償却累計額及び減損損失累計額 △6,098 △6,435

建物（純額) 2,324 1,743

工具、器具及び備品 126,184 125,162

減価償却累計額及び減損損失累計額 △123,212 △123,777

工具、器具及び備品（純額) 2,972 1,384

有形固定資産合計 5,297 3,128

無形固定資産

のれん 248,712 124,948

商標権 943 1,268

ソフトウエア ― 155

無形固定資産合計 249,656 126,372

投資その他の資産

関係会社株式 35,879 16,100

長期前払費用 789 1,167

出資金 30 20

従業員に対する長期貸付金 1,580 ―

長期未収入金 775,626 774,316

敷金及び保証金 15,811 20,353

繰延税金資産 ― 27,560

その他 647 ―

貸倒引当金 △775,626 △774,316

投資その他の資産合計 54,737 65,202

固定資産合計 309,690 194,702

資産合計 939,381 1,008,524
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当事業年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 12,527 41,292

短期借入金 88,328 ―

1年内返済予定の長期借入金 105,721 63,761

未払金 8,718 21,515

未払費用 3,150 4,891

未払法人税等 290 290

未払消費税等 ― 22,076

前受金 11,943 18,507

預り金 1,025 1,405

賞与引当金 2,295 4,144

受注損失引当金 ― 3,005

その他 59 37

流動負債合計 234,059 180,924

固定負債

長期借入金 133,395 185,515

退職給付引当金 21,896 20,352

固定負債合計 155,291 205,867

負債合計 389,351 386,792

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金

資本準備金 607,299 607,299

資本剰余金合計 607,299 607,299

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 17,503 85,650

利益剰余金合計 17,503 85,650

自己株式 △174,773 △175,176

株主資本合計 550,029 617,773

新株予約権 ― 3,958

純資産合計 550,029 621,732

負債純資産合計 939,381 1,008,524
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

売上高 393,088 699,744

売上原価

情報サービス売上原価 139,829 292,118

版権料 39 32

売上原価合計 139,868 292,150

売上総利益 253,219 407,594

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 6,899 12,834

販売促進費 280 879

役員報酬 34,160 30,000

給料及び手当 48,582 78,462

法定福利費 14,700 19,445

地代家賃 8,556 13,922

支払手数料 60,349 88,149

減価償却費 2,074 1,674

のれん償却額 33,015 42,140

研究開発費 335 131

退職給付費用 1,479 3,645

貸倒引当金繰入額 161 △158

賞与引当金繰入額 5,978 10,173

その他 26,244 31,675

販売費及び一般管理費合計 242,819 332,976

営業利益 10,400 74,617

営業外収益

受取利息及び配当金 63 32

受取保険金 ― 20,425

経営指導料 11,200 ―

貸倒引当金戻入額 3,913 1,310

その他 419 751

営業外収益合計 15,597 22,520

営業外費用

支払利息 3,959 3,743

株式交付費償却 387 ―

支払保証料 651 579

雑損失 188 702

営業外費用合計 5,186 5,024

経常利益 20,810 92,112
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(単位：千円)
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

特別利益

抱合せ株式消滅差益 ― 42,771

特別利益合計 ― 42,771

特別損失

固定資産除却損 ― 1,511

減損損失 1,611 92,497

特別損失合計 1,611 94,008

税引前当期純利益 19,198 40,875

法人税、住民税及び事業税 290 290

法人税等調整額 ― △27,560

法人税等合計 290 △27,270

当期純利益 18,908 68,146
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 607,299 607,299 △1,405 △1,405

当期変動額

当期純利益 18,908 18,908

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)

当期変動額合計 ― ― ― 18,908 18,908

当期末残高 100,000 607,299 607,299 17,503 17,503

株主資本

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

当期首残高 △174,711 531,182 ― 531,182

当期変動額

当期純利益 18,908 18,908

自己株式の取得 △62 △62 △62

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
―

当期変動額合計 △62 18,846 ― 18,846

当期末残高 △174,773 550,029 ― 550,029
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当事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 607,299 607,299 17,503 17,503

当期変動額

当期純利益 68,146 68,146

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)

当期変動額合計 ― ― ― 68,146 68,146

当期末残高 100,000 607,299 607,299 85,650 85,650

株主資本

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

当期首残高 △174,773 550,029 ― 550,029

当期変動額

当期純利益 68,146 68,146

自己株式の取得 △402 △402 △402

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
3,958 3,958

当期変動額合計 △402 67,744 3,958 71,703

当期末残高 △175,176 617,773 3,958 621,732
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 40,875

減価償却費 5,128

減損損失 92,497

のれん償却額 42,140

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,468

賞与引当金の増減額（△は減少） 335

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,544

受注損失引当金の増減額（△は減少） 3,005

長期未収入金の増減額（△は増加） 1,310

受取利息及び受取配当金 △32

支払利息 3,743

受取保険金 △20,425

固定資産除却損 1,511

抱合せ株式消滅差損益（△は益） △42,771

売上債権の増減額（△は増加） △8,609

仕掛品の増減額（△は増加） 2,219

未収入金の増減額（△は増加） 659

前払費用の増減額（△は増加） 3,914

仕入債務の増減額（△は減少） △1,310

未払金の増減額（△は減少） 1,485

未払費用の増減額（△は減少） 827

未払消費税等の増減額（△は減少） 24,480

前受金の増減額（△は減少） 5,353

その他 6,404

小計 159,729

利息及び配当金の受取額 25

利息の支払額 △3,618

保険金の受取額 20,425

法人税等の支払額 △580

営業活動によるキャッシュ・フロー 175,982

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △498

無形固定資産の取得による支出 △1,720

貸付金の回収による収入 1,708

事業譲受による支出 △10,000

敷金及び保証金の差入による支出 △4,549

定期積金の預入による支出 △700

定期預金の払戻による収入 302,051

保険積立金の積立による支出 △750

保険積立金の解約による収入 1,397

その他 1,110

投資活動によるキャッシュ・フロー 288,048
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(単位：千円)
当事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △88,328

長期借入れによる収入 150,000

長期借入金の返済による支出 △154,496

新株予約権の発行による収入 3,958

自己株式の取得による支出 △402

財務活動によるキャッシュ・フロー △89,267

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 374,763

現金及び現金同等物の期首残高 210,767

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 72,396

現金及び現金同等物の期末残高 657,927
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

a.セグメント情報

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、携帯電話やスマートフォン向けサービスの企画開発販売、アフィリエイト広告、SMS事業を主に行ってお

ります。従って当社の事業は、情報サービス関連の事業のみを行っており、経営判断の観点から業績への影響が大

きいリモートメール関連事業とSMS事業、受託開発ソフトウェア事業、ボイスメール事業を他の事業と区分し、「リ

モートメール事業」、「SMS事業」、「受託開発ソフトウェア事業」、「ボイスメール事業」の４つを報告セグメン

トとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「リモートメール事業」は、当社の主要サービスであるコンシューマ向けリモートメールサービスと、その技術

を応用した法人向けサービス及び新サービスなど、リモートメールに関連する事業をまとめております。

「SMS事業」は、ショートメッセージを利用したサービスに関連する事業をまとめております。

「受託開発ソフトウェア事業」は、システム開発、保守業務によるものであります。

「ボイスメール事業」は、スマートフォンアプリを利用して音声情報をメールのようにやり取りできる法人向け

のサービスを提供する事業をまとめております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、財務諸表を作成するために採用される会計方針に準拠した

方法であります。

報告セグメントの利益又は損失は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

当事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

その他
(注)

合計

SMS事業
リモート
メール事業

受託開発ソ
フトウェア

事業

ボイス
メール事業

計

売上高

外部顧客への売上高 320,574 159,335 122,535 72,135 674,580 25,163 699,744

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 320,574 159,335 122,535 72,135 674,580 25,163 699,744

セグメント利益 54,001 66,358 47,268 16,749 184,379 1,100 185,479

セグメント資産 89,623 21,456 36,172 100,827 248,080 1,214 249,295

その他の項目

減価償却費 2,691 251 ― ― 2,943 276 3,220

のれん償却額 18,390 ― ― 23,750 42,140 ― 42,140

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

11,330 ― ― ― 11,330 498 11,828

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主にインターネット接続の提供及

びウェブサイト構築に用いるサーバのレンタルサービス業務等を含んでおります。

４ 報告セグメント合計額と財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

売上高 当事業年度

報告セグメント計 674,580

「その他」の区分の売上高 25,163

財務諸表の売上高 699,744

(単位：千円)

利益又は損失(△) 当事業年度

報告セグメント計 184,379

「その他」の区分の利益 1,100

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △110,862

財務諸表の営業利益 74,617

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(単位：千円)

資産 当事業年度

報告セグメント計 248,080

「その他」の区分の資産 1,214

全社資産(注) 759,229

財務諸表の資産合計 1,008,524

(注) 全社資産は、主に親会社での余資運用資金(現金及び預金)及び報告セグメントに帰属しない本社資産でありま

す。
(単位：千円)

その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額 財務諸表計上額

当事業年度 当事業年度 当事業年度 当事業年度

減価償却費 2,943 276 1,908 5,128

のれんの償却額 42,140 ― ― 42,140

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

11,330 498 390 12,218

(注) 調整額は、主に報告セグメントに帰属しない本社資産に係るものであります。

ｂ．関連情報

当事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載しておりません。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省略し

ております。

３．主要な顧客ごとの情報

該当事項はありません。

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

当事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

リモート
メール事業

SMS事業
受託ソフトウ
ェア開発事業

ボイスメール
事業

その他 全社・消去 合計

減損損失 ― 92,236 ― ― 261 ― 92,497
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ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

当事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

リモート
メール事業

SMS事業
受託開発ソフ
トウェア事業

ボイスメール
事業

その他 全社・消去 合計

当期償却額 ― 18,390 ― 23,750 ― ― 42,140

当期末残高 ― 37,864 ― 87,083 ― ― 124,948

ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

当事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

該当事項はありません。

(持分法損益等)

（単位：千円）

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

関連会社に対する投資の金額 16,100

持分法を適用した場合の投資の金額 15,610

持分法を適用した場合の投資利益の金額 △974

(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎、１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当事業年度

(2024年３月31日)

１株当たり純資産額 185円24銭

(算定上の基礎)

貸借対照表の純資産の部の合計額 621,732千円

普通株式に係る純資産額 617,773千円

普通株式の発行済株式数 3,380,920株

普通株式の自己株式数 45,941株

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数

3,334,979株
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項目
当事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり当期純利益 20円43銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する当期純利益 68,146千円

普通株主に帰属しない金額 ―

普通株式に係る親会社株主に
帰属する当期純利益

68,146千円

普通株式の期中平均株式数 3,335,316株

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益の算定に含まれなかっ
た潜在株式の概要

2023年12月20日
取締役会決議による
新株予約権 3,299個
普通株式 329,900株

(注) 当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

(重要な後発事象)

当社は、2024年３月28日開催の取締役会において、以下のとおり、株式会社ゼロワン(以下「ゼロワン社」といい

ます)が営むノーコード業務アプリ開発SaaS事業の譲受を行うことについて決議し、2024年４月１日に実施いたしま

した。

１． 事業譲受の理由

当社は、2023年９月25日に開示しました新中期経営計画（対象期間：2023年10月～2026年3月）において、テッ

クカンパニーとして再成長するための基盤強化に重点を置いています。ゼロワン社の提供するノーコード業務ア

プリ開発SaaS事業は顧客のDX（デジタルトランスフォーメーション）推進において、システム開発の生産性を大

幅に向上させることが期待できるソリューションです。CRM領域でも多数の運営実績を持つことから当社のSMS事

業との高いシナジー効果も望めるものであります。SaaS型のサービス提供に加え、業務コンサルティング、イン

テグレーションを組み合わせて顧客の業務課題解決の支援を行っており、当社が掲げる新中期経営計画の一つの

軸としてDX事業の拡大、及び業績面においても大きく寄与すると判断し、交渉の末、同事業を譲り受けることに

合意いたしました。
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２． 事業譲受の概要

（1）譲受事業の内容

ゼロワン社が営むノーコード業務アプリ開発SaaS事業、及び当該事業に従事する従業員等の受入

（2）ノーコード業務アプリ開発SaaS事業の経営成績

ノーコード業務アプリ開発SaaS事業
（2023年８月期実績）

事業計画
（2025年３月期見込み）

売上高 237百万円 114百万円

営業利益 △44百万円 ４百万円

経常利益 △48百万円 ４百万円

（3）ノーコード業務アプリ開発SaaS事業の資産、負債の項目及び金額

本事業譲受において、譲受対象の資産は営業権となり、債権債務の承継はありません。

（4）譲受価額及び決済方法

譲受価格 41百万円

決済方法 現金による決済

（5）資金調達の方法

手元資金により決済しております。なお、新株発行を伴う資金調達（エクイティファイナンス）は実施して

おりません。

３． 相手先の概要

（１） 名称 株式会社ゼロワン

（２） 所在地 東京都渋谷区恵比寿西一丁目33番６号JPnoie恵比寿西１F

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 一岡 亮大

（４） 事業内容 ノーコード業務アプリ開発SaaSの開発・運営

（５） 資本金 100百万円

（６） 設立年月日 2015年10月15日

（７） 直近事業年度の純資産 △50百万円

（８） 直近事業年度の総資産 75百万円

（９） 大株主及び持株比率
一岡 亮大(54.95%)、StarshotPartners合同会社(17.58%)、株式会社

IMYR(10.99%)、他

（10）
上場会社と

当該会社の関係

資本関係 該当事項はありません。

人的関係 該当事項はありません。

取引関係 該当事項はありません。

関連当事者への

該当状況
該当事項はありません。

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（1）発生したのれんの金額

41百万円

（2）発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。

（3）償却方法及び償却期間

10年間の定額法


